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CSC インストラクター養成研修を受講したきっかけは？
個人のシニア向けのキャリア支援や企業の定年後再雇用について勉強したいと思っていた
ところ、この「キャリアシフトチェンジ のためのワークショップ」を知り、CSC ワークシ
ョップインストラクター養成研修を受講しました。 インストラクターになった後、当社の
顧問先の企業の方からもシニアへ向けたキャリア研修の要望をいただくことがあり、その
際 には、この CSC ワークショップを勧めています。

CSC のためのワークショップの開催！ 

実際にインストラクターとなった後、顧問先である中小企業（全国展開、従業員数約 150
人程度）において、本社と西 日本支社とに分けて受講者を募集し、ワークショップを開催
し、その後のフォローアップ面談もいたしました。 本社では 20 名弱の受講者に対して、
プラットフォーム能力等の説明をし、グループワークをしていただきました。 「モヤモヤ
していたことが明確になった。もっと早くこういう研修を受けたかった。」等ご意見をい
ただき、受講者からはよい感触を 得たと実感しています。西日本支社では受講対象者が
10 名にも満たないことを知り、不安でしたが、事前に進行等の不安な 点をスーパーバイ
ザーの泉田先生に相談し、助言をいただき、無事にワークショップのインストラクターを
務めることができました。 西日本支社のワークショップでは、逆に少人数だったことが幸
いし、受講者同士の交流を深めるのに皆様そう時間もかからなか ったように思います。私
自身も実際にインストラクションをしてみて、少人数の受講者にも対応できるノウハウも
身に付けることが でき、自信に繋がりました。 また、特定社会保険労務士としての立場
から、労働法や社会保障制度についても、CSC ワークショップの時間配分をやりく りしな
がら受講者へお伝えして喜ばれました。 その後のフォローアップ面談では、ご家族やご実
家のこと、金銭的な面、健康面など、個別のご事情もいかがいながら、CSC で得た知識
を、個別に肚落ちしていただき、意思決定していただけるようご支援しました。



今、企業はどこも希望者全員を 65 歳まで雇用しなくてはならないという法律の中で、多
くの企業は悩んでおられます。企業のことをよく知ってくれているシニアにこれからも大
切な労働力として活躍してもらいたいが、一方では、法人としては若返りを図っていかな
くてはならないからです。定年後に契約社員としての再雇用とする場合には、非正規労働
者としての、同一労働同 一賃金の問題も絡んできます。また、シニア社員側も、今まで夢
中で企業の屋台骨として活躍してきて、役職定年、定年、定 年後再雇用という、今までと
は違った働き方を求められても、どうしたらよいのかわからない、というお悩みを抱えて
おられます。そして、今までの働き方を変えられなかったり、モチベーションが下がって
しまったり・・・、でも、そんなシニアの働き方は、職場全体の雰囲気も悪くしていきま
す。 生産年齢人口が減少し、多様な労働者を受け入れて、皆で生産性を上げていかなくて
はならないのに、これではもったいないですね。シニアが今後の働き方について目標設定
ができて、生き生きと企業に貢献できるように、ぜひお手伝いさせてください。 

今後のご活躍について・・・
これまでは中小企業といっても 100 人を超えるような企業に呼んでいただいてのワークシ
ョップでしたが、実際には、社会保険 労務士として中小零細企業の経営者からシニア社員
についてのお悩みを伺っていたので、ニーズがあると思いまして、来年度 （2019 年）
は、当社主催の CSC ワークショップを開催予定にしており、受講者募集を始めています。
これは、受講者からみ たら、他社さんとの合同研修になりますから、受講者同士で他社の
状況を知ることもできて、お互いによい化学反応が起こるの ではないか？と楽しみです。

キャリアコンサルタント・特定社会保険労務士のダブルライセンスを持つ、
キャリコン社労士としての立場から企業様へ
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